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1．土壌医検定を目指したきっかけ 

私が土壌医検定の存在を知ったのは、株式会社クボタに入社した後のことでした。それま
で私は、土壌肥料分野を含むさまざまな農業分野の情報収集や技術支援に携わっていまし
たが、クボタ入社後は営農技術指導を中心とした業務を担当するようになりました。 
当時は農業用ドローンや自動走行ロボット農機などのスマート農業技術が急速に普及し始
めており、JA や普及指導機関など農業関係機関の担当者に対する技術指導を行う機会が増
えていました。一方で、クボタ本社には以前、土壌肥料分野を専門とする担当者がおりまし
たが、定年退職後は後任が不在となり、その役割を私が担うことになりました。社内には「ク
ボタ土壌医の会」があり、多くの先輩方が土壌医検定に合格されていました。こうした先輩
方の指導を受けながら、私自身も土壌肥料について体系的に学ぶ必要性を強く感じ、土壌医
検定への挑戦を決意しました。 
 
2．土壌医検定試験で学んだこと 

土壌肥料について一定の知識は持っていたものの、学習を始めると専門用語の多さに改
めて戸惑う場面もありました。CEC、塩基飽和度、リン酸吸収係数など、普段業務の中では
耳にしていても、正確に説明することは容易ではありませんでした。まずはテキストを一通
り読み、理解できない用語に印を付けて、一つひとつ意味や活用方法を調べることから始め
ました。私が実践した勉強法は次のとおりです。 

（1）過去問題を繰り返し解く 
最も効果があったのは過去問題の反復学習でした。試験問題には一定の出題傾向があり、

頻出分野を把握することができます。私は一度解くだけではなく、間違えた問題に印を付け、
正解できるまで何度も解き直しました。特に土壌医検定に関連する問題集を繰り返し学習
し、知識の定着を図りました。また、この学習方法は資格取得だけでなく、資格取得後も継
続して知識を維持・向上させるための基礎となりました。 

（2）図や表を使って整理する 
土壌化学性の分野は覚える内容が多いため、CEC と保肥力の関係、土壌 pH と養分吸収

の関係、土壌診断項目の相互関係などを、自分なりに図や表にまとめました。人に説明でき
るレベルまで整理することで理解が深まり、知識が体系化されました。 

（3）現場と結び付けて学ぶ 
最も重要だと感じたのは、学んだ知識を現場で確認することでした。土壌診断結果を見る



機会があれば、テキストで学んだ内容と照らし合わせながら確認しました。また、農家のほ
場では作物の生育状況や土壌状態を観察し、「なぜこの症状が現れているのか」、「土壌診断
結果とどのような関係があるのか」を意識して考えるようにしました。このように知識と現
場が結び付くことで理解が深まり、記憶にも定着しやすくなったと感じています。 

（4）隙間時間を活用する 
通勤時間や移動時間にはスマートフォンで過去問や関連資料を確認し、毎日少しでも土

壌や肥料に触れる時間を作るよう心掛けました。まとまった勉強時間の確保も重要ですが、
継続的に学習する習慣こそが合格への近道であったと思います。 
 
3．土壌医合格後と今後の展望 

土壌医検定の勉強を通じて、農業全体に対する自分の苦手分野が明確になり、重点的な復
習を行うことができました。また、単なる暗記ではなく、「なぜその答えになるのか」を理
解することを意識したことで、土壌の化学性・物理性・生物性が相互に関連していることを
体系的に学ぶことができました。資格取得後は、土壌診断結果を読み解く力が向上し、農業
現場を見る視点も大きく変わりました。土づくりが作物の生育や収量、品質に与える影響を
より深く理解できるようになり、生産者や関係機関の方々との会話にも自信を持って臨め
るようになりました。また、業務において営農指導や技術提案を行う際にも、土壌医検定で
学んだ知識が大きな支えとなっています。私にとって土壌医検定は、単なる資格取得のため
の勉強ではなく、農業を体系的に学ぶための入口でした。この資格をきっかけに学び続ける
習慣が身につき、現在では後輩の受験支援や研修講師を務める機会もいただいています。 
これから受験を目指す皆さんにお伝えしたいのは、「最初から完璧に理解しようとしなくて
もよい」ということです。まずは過去問題に取り組み、分からない部分を一つひとつ理解し
ていけば、必ず知識は身についていきます。 
土壌医検定は、合格することも大切ですが、その過程で得られる土づくりの知識こそが最

大の財産です。ぜひ前向きに挑戦し、農業をより深く理解するきっかけとしていただければ
幸いです。 

 

 


